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匹見演習林産菌類雑録（I）

山本昌木1安盛 博（植物病学研究室）

Masak1YAMAM0T0and　H1rosh1YAsUM0RI

M1sce11aneous　Notes　on　Fm91Co11ected　at“H1km1”Co11ege　Forest　（I）

　匹見演習林は島根県美濃郡匹見町赤谷にあり，海抜

480～／180m，面積227haの広葉樹を主とする森林である

が，島根県下に於ける天然杉の自生地としても有名であ

る。筆者らは昭和31年以来同林に菌類の採集を行いつつ

あるが，現在迄に検出し得たものを報告し，更に今後の

調査により補足して行きたい。

　稿を起すに当り，調査の機会を与えられた演習林長遠

山教授，前演習林長成田教授，標本の同定に御教示を賜

わった京大赤井教授，東京教育大平塚教授，東亜農薬香

月技師，滋賀大本郷博士，京都学芸大永友教授，京大上

山学士，本学附属農高丸山教諭に深甚なる感謝の意を表

する。又採集に種々便宜を与えられた演習林沖村助教授

及び山根，小野両氏に感謝する。

　　　　　　　（a）顯徴鏡的菌類

ル㎜α舵〃α1打8θαθ（P．HEN“）THEIss，et　SYD．

　onルoZ｛’3θα3θバ㏄α（BLUME）KoIDz．シ・ロダモ：恵

　病菌

　　　3％，／959　安盛，9丘コ，1959山本

　葉の表面又は裏面に黒色の菌糸を生じ煤状で粗糖，小

粒点を認める。子のう殻は球状，径約62．4～／56．0μ，子

のうは楕円形又は握棒状，4～6個の子のう胞子を有す

る。胞子は楕円形，2胞，7．8～13．7x2．5～4．9μの大

きさである。

■oro2んθoα　sp．？

　on”π加rαω㎜ろe〃ωαTHUMB（クロモソ）

　　　3％，1959　安盛

　葉に淡褐色～褐色，中央部濃色の病斑を生じ，裏面に

分生子梗及び分生胞子を生ずる。分生子梗は淡黄～褐色

で，巾3．1～4．7μ，分生胞子は単胞で淡黄褐色，大ぎさ

4．1～9．4×3．1μである。

ノ〃απτ02γ2尻；α　sp．

　on　Oo㎜α耐ゐo叩尻α㏄舳〃切1α（MIQ．）S．L．Mo0RE

　（ミカェリソウ）

　　　2躰，1956　山本・安盛

　葉に／～3cm径淡黄褐色，申央部淡黄褐～黒色の病

斑を生ずる。裏面は白色を帯びる。病斑内部に梢濃色の

小点を有する。柄子殻は表皮下に埋没，淡黄色で円形，

6．20～6．90μの大きさを有する。柄胞子は無色単胞円筒

形，大ぎさ3．／～3．7×0．6～1．2μである。

0θrc08po1αcrγμo㎜8ηα8SHIRAI

　on　Cryptomer1a　japon1ca（Lmn）D　Don

　　　2％，／956山本・安盛　杉赤枯病菌

　匹見地方にも多く見受げられる杉の病害である。

08ro08ρorαんα肋ELL．et　Ev．

　on1）f・・〃…　庄α肋L　f一カキ角斑落葉病菌

　　　％コ，1959山本

o6roo叩orα乃γ∂rαπ8θαE111s　et　Everhart

　On町加η8・α㎜α…pゐ〃1α

　　　subsp附rωα（THUMB）MAKIN0（ヤマアシナ

　　　イ）

　　　2糸，／956山本・安盛

　葉に2～5cm径，紫～紫褐色病斑を生じ，古くなった

ものは周囲紫色，中央部灰白色，分生胞子は長さ28．0～

43．7μ，数個の隔膜を有し透明である。遠藤博士はアジ

ナイを侵すものは0肌・・p・・α・ろ惚・π・SYD．があり，こ

れは無色紡錘形で多少轡曲3－1／の隔膜を有し93．3～

16．6x10．6～16．0μの大ぎさを有するが，該菌と比較す

る機会がないからアソナイの葉斑病菌を0舳0・ρ・・αsp

と種名の決定をさげられた。遠藤庭木と草花の病害

p179　昭／5

0o〃“o〃まoんω肌　sp．

　0nノ・〃・ψπ・閉θSIEB．et　ZUcqウリハダカエデ炭

　疽病菌

　　　2殆　／956山本・安盛

　葉に0．5～／cm径不正円形褐色の病斑を生ずる。剛毛

は長さ17．5～31．5μ，分生胞子は7．0～14．0×3．5～3．8μ

の大きさを有し，単胞である。カェテにつく炭疽病困に

はα・θ・・p・nω肌αp…〃τ〃m　ELL　et　Evが知られて

いる。

0oZeo叩o〃αmα8畑閉㎜（DIETEL）SYD0w

　on∠8比rα88rωo〃θ8TRUcz．



山本昌木・安盛 博：匹見演習林産菌類雑録　（I） 一1ア9一

　　　var．3θ〃ユα仰4θ〃ω〃3（MA醐N0）O亘wI

　　　3％，1959安盛　イナカギク鋳病菌

　葉裏1㎜m径，黄～黄褐色の夏胞子堆を生ずる。夏胞

子20．3～24．9x12．5～／8．7μで細流を有する。

ω・・叩・｛㎜p尻・〃・加㎜加K0MAR0Y

　0n1）加ZZ・加”・・πα肌〃・η・・RUPR．キハダ鋳病菌

　　　2跳，1956山本一安盛

　葉裏に冬胞子堆，冬胞予は3／．5～56．0×／4．0～17．5μ

の大きさを有する。

0・η｛・肋γ曲〃S皿

　on　Ro∂8θrs一αpoゴop危γ〃αA　GRAY（ヤグノレマソウ）

　　　2聡，1956山本・安盛，

　葉に円状～不正円の大きな褐色病斑を生ずる。柄子殻

は表皮下に散生，球状黒色で口孔を穿つ。15．6～46おμの

径を有する。柄胞子は略々球形，3．1～4．7μ径を有する。

0｛3c03εoα所rooθ7α3（T0DE）FR．

　onR肋洲pαZ肌α伽8丁亘UMB（ナカバノモミジイチコ）

　　　巧会，／956山本・安盛

　0．5～0，8c㎜径褐色病斑中に小黒点がある。柄子穀は

径62．4～78．0μ，柄胞子は14～22×2～3．5μの大ぎさを

有する。

1）ε3003｛α　sp。一

　〇n■θ3ωZ眺伽尻ωωBLUME（トチノキ）

　　　3％；／959安盛

　葉脈問に輪廓明瞭な褐色病斑を生ずる。不正形で周辺

は濃褐色である。小さなものは0．5cm角で，大ぎなもの

は葉脈を超え脈間の病斑数個融合する。病斑内に小黒点

散在する。柄子穀は62．4～78．0μ径，柄胞子は12．4～

18．7μの長さを有し，両端糸状附属糸を有する。その長

さ6．2～9．4μo

1）ε3c03オα　sp．

　on亙γホα売8・6αZ帆60一〃8π05αKoIDz．（コガクウヅギ）

　　　2聡，／956山本・安盛

　柄胞子の大ぎさ13．3～1ア．5×2．1～2．8μ，繊毛の長さ

4．2～7．0μである。

ヱ）i8c083α　sp．

　0nZ乙”θm肌㎜ろ7απα㏄αM狐IM＝（オオバクロモジ）

　　　2魂，1956山本・安盛

　葉に不規則な褐色の病斑を生ずる。病勢進んだものは

中央部淡芦で小黒点を散生する・胞子は12・亨～15・6×

／．6～2．5μの大きさがあり，3隔膜を有する。

1）58005｛αsp．

　on1二γ3ま肌αo加αoZθ肋アo〃θ3DUBヱ（オカトラノオ）

　　　2聡，1956山本・安盛

　3～4c皿径，不正円形淡褐色，周囲褐色の病斑を生

ずる。病斑内に小黒点を散生する。柄子殻は約62．4μの

径を有し，柄胞子は9．3～15．6x2．8～3．1μの大ぎさであ

る。

1乃3008｛α　sp．

　on3oブ肋8／opo厄zoα（DEcNE）HEDL（ウヲシロノキ）

　　　3％，1956山本・安盛

　葉に0．2～／．5cm径不正円形病斑を生じ，小黒点を表

面に認める。柄胞子は10．9×／．2μの大きさがあり，透明

で数綱胞からなる。繊毛は9．4～10．9μの長さである。

Z5o危eπop尻o肌αsp．

　0nη脇Pθ加ηωZ05αMI軋（ソヨゴ）

　　　2茄，1956山本・安盛

　葉表面に0，5～1．5ha径褐色の病斑を生じラ内部灰褐色

で小黒点を散生する。柄予殻は口孔を有し，87．5～12．3

×56．0～94．5μの大きさである。柄胞子は／0．5～21，0×

3．5μの犬きさを有する。

　　第1図肋加π・p尻0㎜αs皿

　　　　　○皿〃舳1）θ肋〃ωZ03σMIQ．（ソヨゴ）

　側糸は長糸状，28．0～5竿一5×2．1～6－3μの大きさであ

るo〃C加π0p尻0㎜α肋θ㎜ω0㎜肌α〃3は亙αθ肌αヵ0肌ωオ3

・Zα¢1がMA賦という地衣類の一種に寄生する事が報告

せられている。肋危㈹ρ尻・㎜αは1）ん・肌α菌に類似し，側

糸を有する特徴がある。KeiB1er，瓦：Hedwigia50：

294～298．／911，我が国では未だ本属菌に就いての記載

を見な＝いようである。

五παcrop危o肌α介α舳η一DELAc軋

　onルα加舳88ω舳肌απαKoIDz．（ツクシトネリコ）

　　　2今会，／956山本・安盛

　葉に淡褐色径2～5cmの病斑を生じ．大型褐色の輪紋

を有し小黒点を散生する。柄子殻は31．2～93．6μ径，柄

胞子は無色単胞円筒形，内部に多数の顧粒を包含する。・

大ぎさ15．6～21．8x3．7～4．7μ．

皿α01・op尻oπ乙αsp．

　on8加㎜肌一αノαアoη乙oα丁亘UMB．▽aL　r叩帥8（NAKAI）

　　　0亘wI（ソノレシキミ）
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　　　2飴，1956山本・安盛

　径3～6cm周辺褐色，内部淡灰褐色の病斑を葉に生

ずる。柄子殻は85．8～245．0μ径，柄胞子は無色透明長

楕円形，15．6～18．7x2．5～3．1μの大きさである。

∬εZα5㎜まα5〃joオ8P．HENN．？

　on〃eκ8伽一〇〃ωαMAx工M．（フウリンウメモトキ）

　　　聯，1956山本・安盛

　子座は葉の表面に生じ黒色，患部暴面は灰褐色。組織

は白色。分生胞子は無色単胞，3．5～5．3×1．8μ．

〃ε1α8㎜まα肌θ肌｛θ8εαθSAwADA

　0n∬θη舳”αo洲oαZγκ（MIQ）MAxI臥（ウスギヨ

　　　ウラク）

　　　2舶，／956山本・安盛

　　　9丘1．1959山本

　葉の上面に黒色子座。分生胞子楕円形2．1×1．8μ．〃．

肌脳｛θ8｛αθはウラジロヨウラク，コヨウラクヅヅジ，ア

ラグェゾヅヅジにつくが，恐らく同一のものであろう。

朋仰。mα。肪ωαπαHEMMI　et　KURATA菌との異同に

ついては検討を要するであろう。

〃θZα8m｛αsp．

　on　Z㎝エ附αノαp㎝一cα丁亘UMB．（スイカズラ）

　　　3％，1959安盛

　子座は葉の表面に散生し光沢あり，隆起し円形～多角

形。分生胞子は単胞，4．6～9，4×2．5～3．1μ．

皿o厄ocゐαθれα　sp．

　on■0e7閉∫επθ閉SIEB－et　ZUcc．（ウリハダカエデ）

　　　峨，1956山本・安盛

　葉に05～10c皿径褐色病斑を生じ小黒点を散生する。

分生胞子は43．7～54．6×17．5～25．3μ．

皿γoo叩ゐαθrθ〃αoeアeろεZZαAcLERB

　（＝0θ7008porαo釘εろ6〃αSAcc．）

　0n　P7必犯ωγα肌α8αん〃αS－EBヤマナクラ穿孔性褐

　　　斑病菌

　　　3％，／959安盛

　3～51mm径褐色病斑。分生胞子は無色～淡黄色，数

個の隔膜を有する。大ぎさ21．8～37．4×3．12μ．

0c加o叩oアακrω加αθDIETEL

　on乃舳ア｛α∫Zor肋π∂α（WILLD．）D．C．フジ鋳病菌

　　　3％，1959　安盛

　葉暴面に夏胞子堆及び冬胞子堆を生ずる。夏胞子堆は

0．1㎜㎜径黄褐色，夏胞子は黄色，卵形，円形又は楮円形，

細洗を有する。大ぎさ14．0～21．8x14．0μ．冬胞子堆は

0，1㎜皿径扁平，冬胞子は長円形～橿棒状，1～4室，大

きさ15．7～31．2×3．1～6．2μ．

0ア加08p尻αer8〃αsp．

　onρωθro眺8αZεo加αBLUM臥（ウヲジ’ロガシ）

　　　綿台，1956山本・安盛

　葉先端白く枯死，葉表面に小黒点散生，子のう穀は黒

色，口孔を開くが曙を有しない。子のうは38．5～80．5×

7．0～10．5μ，子のう胞子は49．0～63．0×2，／～3．2μの大

きさを有する。

1〕e帥αZo〃ααc8パ∫P．HENN．

　on■㏄77必戸π6閉SIEB　et　ZUcc．（ウリハタカエデ）

　　　2雅，1956山本・安盛

　大きさ不同の小黒点を0．5～1．5cm径褐色病斑内に散

生。分生胞子は4個の隔膜を有し両端の細胞は無色，中

央3細胞は着色，先端細胞に3本の繊毛を有し無色であ

る。胞子の大きさ18．7x6．2μ，繊毛の大ぎさ9，4～／2．5

．×0．6μである。

1）θ8ταZoれα　sp．

　on亙ω庇乙α帆尻泌8　pθrωZα加8　（MIQ。）　ScHNEIDER

　　　3％，1959安盛　　　　　　（ドウダンヅヅジ）

　葉表面に0．5～3．0cm径褐色病斑中に小黒点散生，裏

面は淡褐色，胞子層は表皮下に生ずる。胞子中央3細胞

は黒褐色20．3x9．4μ，頂部細胞は三角形，三本の繊毛

あり，長さ12．5～21．8μ．基部の細胞は倒三角形，その

基部に一本の短柄を有し，長さ／．6～6．2μ．シャクナグ

につく1）ε伽Z・肋菌には1）一肌α…3・｛・ゐαがある。原：

目録P．45．

Pθ〃αZo㍍α　sp．

　on（～ωθr0ω3αcωれ∬乙肌αCARRMTHERs（クヌギ）

　　　写iコ，1959山本

　全葉褐変し，葉裏に黒色小斑点を認める。柄子殻は

45．5×35．0μ，柄胞子は／4．0～2／．0×3．5～4．2μの大ぎ

さを有する。ρωθ・・ωにつくPθ伽Z・伽としては尺

打ωπcωαLEγP．ω〃cユπωαELL　et　KELL，P．肌一cro－

8porα，1）、肌oπoc尻αθωDEsM；，P。肌o耐ε〃｛oαSAcc・et　　　　塾

V0Gレ，1）．Pα〃〃αELL．et　Ev．，P．3αooん〃∂oεSPEG・，

尺伽・炊ゲ・・が・且etα，尺刎α8ηθDEs臥等が知

られているが，本菌の同定は後目にゆずりたい。

1〕危α60｛5αrオop5｛5　8パ3θo1α　（SAcc．）　FR．

　0n肋〃・尻・・ωα・砂肌・舳3げ・Z1αMAKN∪

　　　聯，／956山本・安盛　　　　　（トキリマメ）

　葉た多角形の病斑を生じ，裏面に黒色の分生胞子及び

分生子梗を生ずる。分生胞予は梶棒状，梢轡曲し数個の

隔膜を有する。尺8・5・ε・Zαはイン’グン’マメ角斑病菌で

あるが，同一菌ではなかろうか。

1）危αθ08pゐαθr8〃α　sp．

　oI1η㈹pθあ肌必Z08αMIψ（ソヨゴ）

　　　％コ，／959山本

　径4～10m㎜灰褐色の円形病斑内に小黒点を散生する、

子のう殻は52．5～60．0μ径，孔口は無い。子のう胞子の



山本昌木・安盛　博1匹見演習林産菌類雑録　（I）　　　　　　　　　一181一

大きさは／8×5μ，2細胞1淡褐色で側糸を有しない。

Pゐαゐ・叩・・α㎜θ〃・舳oθKUs畑o

　on　〃θ〃05肌θ肌γ門α肋ゐSIEB　et　ZUcc．

　　　アワブキ鋸病菌

　　　％コ，1959山本

　冬胞子堆の大きさ28．0～70．0x17．5～24．5μ，冬胞子

は14．5～21．0×1．8～3．5μ，3～4層である。

一P尻o肌αカ08porα　sp．

　onρ鵬rcα50αZεoω3BLUME．（ウラジロガシ）

　　　2弥，1956山本・安盛

　葉上灰白色の病斑を生じ，小黒点を散生する。子のう

殻は楯状物も曙も有しない。70～8ア．5μ径の大ぎさであ

る。子のうは21．0～24．5×6．3～7．0μの大ぎさがあり，

4～8個の胞子を持っている。子のう胞子の大きさは

4．2～9．8×2．8～4．2μである。

1）尻γ〃08バoτα　α6“ε3　Sムcc．

　onんθr閉ア川θ閉SIEB　etZUcc（ウリハタカエテ）

　　　2％，／956山本・安盛

　0．5～1．0cm径の褐色病斑を葉上に生じ，内部に黒点を

散生。古くなった病斑は破れて抜げる。柄子殻は／59．2

～／83．7μ径，柄子殻は単胞無色，3．／～4．6×1．9～3．／μ

尺α附5・の胞子の大ぎさは5x2．5～3．0，尺㏄θ・5・・1α

胞子の大ぎさは8×5μと言己されている（Sa㏄。皿14）

が，前者に近いもののようである。

1）危ク〃03れαααんθ6｛αθNAIT0

　0n■加砧α3n∫o〃ωαKoIDz（ミツバアケヒ）

　　　％i，1959山本

　葉表面3～7㎜m径灰褐色病斑内に小黒点散生，柄子

殻は42．0～52．5μ径，柄胞子は3．5～6．3×1，1～2．8μで

ある。

～1け〃05れααoα3なα肌αθELL．et　E兀

　on0ω3απθαcreπαエαSIEB　et　ZUcc（クリ）

　　　％コ，1959山本

　灰白色大形の病斑申に小黒点散生，柄子穀は38．5～

98．0×59．5～92．5μ，柄胞子は3．5～6．3×1．5μの大ぎさ

を有する。

Pゐγ”03れc畑08Zα5けゴcOZαSAwADA

　onCθZαsけ洲or～ω1α肋8THUMム（ソノレウメモドキ）

　　　巧会，1956山本・安盛

　葉に多角形～円形，褐色～灰褐色の病斑を散生，柄子殻

は3．0～31．2μ径，柄胞子は無色単胞短円桂状5．6x3．／μ

の大きさを有する。

Pゐγ〃03れααo〃舳工DEsM

　0n0π3〃肌ろ吻肋θ乃3θNAKAI（ビヅチュウアザミ）

　　　2雅，1956山本・安盛

　葉上に灰白色の病斑を生じ小黒点を散生する。柄子殻

147．0μ径，柄胞子は3．1～21．8×2，5μの大ぎさである、

1）ゐク〃05れαα介α肌π一ELL　et　M．

　oI1Frα伽π〃88ω舳肌α〃仏KoIDz．（ヅクシトネリコ）

　　　2舶，1959山本・安盛

　0，5～1．5c㎜径灰褐色の病斑内部に小黒点散生，柄子

穀は280μ径，柄胞子は1．8～4．6x1．1～2．1μの大きさで

あ孔P介・舳”の原記載では柄子殻が150μ径，柄胞

子は7～9x2．5～3μであり，若干の相異を認めるが，

恐らく同一菌であろう。

Pゐγ”03れαα危γ∂rα犯8θαθELレet　E凡

　onHγ介απ8θα加れα（THUM且）S工E瓦（コアジナイ）

　　　％コ，1959山本

　2～3cm径不正円形暗色病斑を葉上に生ずる。古くな

ったものは内部灰白色で小黒点を散生する。柄子殻は，

52．5～84．0×35．0～80．5μ，柄胞子は2．8～5．3×1．／μの

大きさを有する。

Pゐy〃05れααZ加667αθELL，et　Ev，

　on　Z加∂erαoろ加洲oろαBLUlME（ダンコウバイ）

　On工加∂87αα桃6”ατα士亘UM臥（クロモジ）

　　　％コ，／959山本

　ダソコウバイでは0．5～5．0cmの大型の褐色病斑を生

じ，輪紋を有することが多い。病葉は黄変し，病斑内に

黒色小点散生する。柄子殻8ア、0×58．8μ，柄胞子3．4×

0．7μ．クロモジでは黒褐色1～2cm病斑内に黒色小点を散

生する。”η伽αにつくP尻〃0∫まゴαα菌には一P．Z”ε閉6

ELL　et　Eマと尺Zm加・互・0ZαELL　et　E孔が知られ

て居り，前者は柄子殻65～75μ径，柄胞子3～4×0．5μ

後者は柄子殻100～120μ径，柄胞子4～7×2～5μと

記されている。（Sacc・X，121，皿，473）

1）ゐγ〃08れααgαθ閉θα丁亘II“

　onραθア0α3α0αれ∬z肌αCARRUT亘ERs（クヌギ）

　　　珍丘コ，1959山本

　全葉褐色に変じ，灰白色不正円形径3～5㎜㎜の病斑上

に小黒点散生。柄子殻52．1～70．0x59．5～82．5μ，柄胞

子は2．4～3．5×0．8μの大ぎさを有する。一ρα…ω・につく

P尻γ”08〃ααには尺oα33α肌αELL．et　Eγp．α8rδ・

∫o〃αE．et　E．，1）．卯帥o眺一ρr5ηεELL．et　Ev．，尺gα一

ε70〃8SAcc．et　SPEα，尺gω6アcω8r心αθW．，R　g伽

肌α・〃5沽SAcc．等があるが，P．quemeaが一番近

いようである。

Pゐγ”08れαα83αc尻γあ3BRUN．f．

　on32αcんヅpr6coκSIEB　et　ZLcc．（キフシ）

　　　％コ，1959山本

　葉に黒褐色不正円形の病斑を牢じ・古くなると中央部

灰白色となり小黒点を認める。柄子殻は35．0～70．0径，

柄胞子は3．5～5．3x／．1μの大ぎさを有する。
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P危γ〃03バααグαooεπε一危ε7れP．HENN．

　on冴侶θ〃α／αρo乃｝oα（MエQ．）NAKムI（アクシバ）

　　　2躰，1956山本・安盛

　0．5～1．5cm径，中央部灰白色，周囲紫褐色の病斑申

に小黒点散生。柄子殻は62．4μ径，柄胞子は3．1×1．6μ

の大ぎさである。

Pゐγ〃08㍍cまαsp．

　on■cれ〃工ゐααr8”α（SIEB　et　ZUcc）　PLAUcH

　　　3％，／959　安盛　　　　　　　　　（ナノレナソ）

　葉に中央部灰色の褐色病斑を生じ，小黒点を認める。

柄子穀は53．／μ，柄胞子は4、ア×2．5μの大ぎさを有する。

1）危γ〃08れααsp．

　on－4・α・砂・尻〃・8ωL（落花生）

　　　％コ，1959山本

　葉に2～5mm径不正円形褐色病斑を生ずる。古くな

ったものは内部灰白色となり小黒点を散生する。柄子穀

は45，5～70．0x35．0～ア7，0μ，柄胞子は4．2～5．3×1．4μ

の大ぎさがある。

1）尻γ〃osfオααsp．

　on万〃γα／αアoη一〇αTHUMB　（ヒサカキ）

　　　3％，／959　安盛

　輪廓黒褐色，3～5cm径の病斑を葉に生ずる。中央
部灰白色小黒点あり，柄子殻は62．4～／58二0μ径，柄胞

子は3．／～4．6×1．9～2．5μの大ぎさである。

1）尻γ〃08パαα　Sp．

　on跣Zが昭主αブαρo加cα（丁且UMB．）F．G．DIETR．

　　　2弧／959山本・安盛　　　　　（ハナイカダ）

　葉に褐色で径約3m皿の不規則円形病斑を生じ，内部

自色で小黒点散生する。柄子殻は78．0～93．6μ径，柄胞子

は無色単胞で2．5～3．4×6．9～／．9μの大ぎさを有する、

1）んγ〃08汽αα　Sp．

　on〃”oα耐加88一πε伽θANDERs（ススキ）

　　　2弥，／956山本・安盛

　病斑は葉に生じ，周囲赤褐色～紫黒褐色，中央部灰色

～灰褐色で小黒点散在。多数の病斑が融合して葉一面を

おおう事があろ。柄子殻は約80μ径，柄胞子は3．2×2．5

～3．1μの大き’さである。

ア尻γ3αZ03porα　sp．

　on0α3玄απθα“θπωαSIEB　et　Z1〕cc（クリ）

　　　％コ，／959山本

　灰白褐色大型の病斑内に小黒点散生。子のう殻は3．1

～4．アμ径，子のうは45．5～77．0x5．3～8．1μ，子のう胞

．子は7．8～9．4×2．2～2．8μの大ぎさであり，側糸を有す

る。

1〕Zα81・附・㎜・〃αpZαπ・・肋αH6hn．？

　on”π∂θブαα㎜ろθ〃α肋THUMB．（クロモジ）

　　　2弥，／959山本・安盛

　病斑黄褐色1～2cm径，内に多角形黒褐色の斑点あり

小黒点散生。子座は球形扁平で表皮上に生ずる。子のう

殻は其の中に生じ口孔を開く。胞子は15．6～23．4×3．箏

～3．8μで3隔膜を有する。

1）αcc5πεα　o汁5εε　LAsc亘．？

　0n0π8ω肌γ08尻胴0－NAKAIヨシノアザミ鋳病菌

　　　9iコ，1959山本

　冬胞子堆葉暴及び茎に散生，小円形。冬胞子は長円形

で表面に洗があり栗褐色。26～35×20～25μの大ぎさを

有する。夏胞子が見当らないので1）．・ε・曲と断定出来な

い。P　帆介α一αθgωατoア・αZ”JφRSTEDであるかも知れ

ない。

Pα㏄｛がαゐε3εZゴαπαSYDgw

　on一乙γ8｛肌αc加αcZω加o5∂e8DUBY　オカトラノオ

　　　峨，1956山本・安盛　　　　　　　　鋳病薗

　冬胞子堆は葉裏に生じ，小円形，径1mm以下で黒褐

色。冬胞子は琵棒状，15．8～22．8×14．0～／ア．5μ（単細

胞のもの），38．0～ア5．3×／4．0～21．0μ（2細胞のもの）

の大きさを有する。

1）ω㏄zπzαんω3αηo乙D王ETEL

　On∫α3αθ”αsp．（ヒロシマザナ又はカッパソノの類）

　　　2弘，1956山本・安盛

　冬胞子堆は葉裏に散生，大型円形。冬胞子は梶棒状～

長楕円形または紡錘形で中隔部盗れ，先端鈍頭で厚く，

6．2～15．6μの長さを有する。

1）ω㏄加オαpα打オがαθHENNING皿

　onPαオ・加｛α加”08α（THUM瓦）JUss一オトコヘソ

　　　2％，／959　安盛　　　　　　　　　　　鋸病薗

　冬胞子堆は葉裏に生じ栗褐色，円形，0．1～0．2㎝m径撃

密集して約1cmの円形群を作る。冬胞子は梶棒形また

は紡錘形，2細胞で42．0～66．0×／5．6～26．0μの大ぎさ

で先端乳頭状，膜の厚さ1．6～1．9μ，淡褐色で長さ9．3

～15．6μの柄を有する。

一Pωcc加｛αpoZγ8oπポα㎜p肋加云PER鼠

　on1）o1γ8oπω㎜∫沽！or㎜θ丁亘UM1臥　ミズヒキ鋳病薗

　　　峨，／956山本・安盛

　葉裏に夏胞子堆及び冬胞子堆を散生。夏胞子は黄褐

色，／ア．5～24．5x15．8～／ア．5μ，冬胞子は褐色2紬胞，

30．0（一56．0×／4．0～21．0μ．

P〃㏄zπ一α8けωmα8ro㎜o〃αθ（DIETEL）TRANzsc亘．

　on■8ro㎜oπ乙αp1Z08αLEDER£犯叩Po閉oαNAKAI

　　　ヒメキンミズヒキ鋳病菌

　　　峨，／956山本・安盛

　葉裏に衰胞子堆を認める。夏胞子は黄褐色で売刺あ

り，大ぎさ10．5～／7．5x／4．0～2／．0μである。
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五んクτ53moαce7㍍α肌（PERs．）FRIEs

　on■oer　pαZmω必m　THUM臥var　α肌oeπ〃肌（CARR）

　0Hwエオオモミヂ黒紋病薗

　　　％i，1959山本

　／～1．5clm径犬型の黄褐色病斑を葉上に生じ，黒色子

座は光沢あり，子のうは3／．5～37．0×3．5～4．2μの大ぎ

さである。

五みγ〃3肌αpαπαα加肌（PER＄）FRIES

　onノ・θリ・Z朋舳肌THUMBイロハモミヂ小黒紋病菌

　　　3％，1959安盛，％コ，／959　山本

　3～7㎜m径黄褐色～褐色の病斑中に径1：mm内外の小

黒点散生。分生胞子は無色単胞／．0～1．5×0．5～0．8μ．

五ゐγれ3肌o；3加アωαηα亘EMlMI　et　KURATA

　0n五尻oゴo加肌ホo厄庇αmp∫6r｛PLANC亘。（ヤマヅヅジ）

　on五ゐodo加ηみoηrθヱεcωZατω㎜D．D0N．

　　　％コ，／959山本　　　　（コバノミツバツヅジ）

　子座は葉の上面に生ずる。予のうの大きさはヤマヅヅ

ジ上のものは24．5～53．5×3．5～4，2μ，コバノミヅバヅ

ツジ上のものは28．0～53．5×3．5～4．2μで大差はない。

五ゐγバ8mα5Zεd3－ZαむげoZオαe　P．HENN．？

　on〃帥mαoropo∂αMIQ．（アオハダ）

　　　2弘，／956山本・安盛

　葉の表面に黒色子座。径03～15cm。患部暴面淡灰褐

色，分生胞子の大ぎさ3．5～5．3×1．3μ．五ん仰・肌αp曲ε

Sc亘w㌧カミη8κ㎜o”θゴ8，1一。ψθrれc〃Zαエα，五尻γれ8肌α　〃言＿

dooZω㎜ScHw∵カミ1’Z6κ∂θc｛3αα，1’．戸r5πo｛∂θ8沫二　（Sacc．

X亙，589，Sa㏄．W，759），又肋〃｛8mα沽沽一5肋・

87げoZ｛αe　P．HENN．がモチノキ，カナメモチに，亙。

洲ぬ一Zωげo1オαθP・H酬凡がタラ，ソヨゴにつく’（北

島）というが，これらの点については今後の研究を要す

る。

五危γれ8肌αo肋閉加P．HENN．

　on7泌伽犯αm　p尻Z8ろoけゴoん砒耽SIEB．et　ZUcc－

　　　9三コ，1959山本　　　　　　（オトコヨウゾメ）

　葉に黒色の子座を生じ，0．5～1．0c㎜径不正円形。子

のうは2！．0～28．0×2．8～3．5μの大ぎさを有する。

M㎝・μ・mαsp．

　on〃α8’πoZ｛αo6o〃ωαTHUMB．（ホホ）

　　　2舶，／956山本

　病斑は大型で4～5×2～3cm，同心輪紋状，周囲

黒褐色，内部灰白色で灰褐色小点散生。柄子殻は褐色で

53．0～93．6μ径，柄胞子は無色単胞で新月形又は碗豆形

に弩曲する。大きさ7．8～9．9×／．6～3．1μである。

τωろeroωZ｛肌α　Sp．？

　on1）8肋カα80αろアα丁亘UM町（ウヅギ）

　　　％コ，／959山本

　葉に黄褐色，3～7mm角の不正形病斑を生じ，葉暴面

に淡黄色の分生子褥を形成する。分生子梗は隔膜あり，

46．8～56．1μの長さがあり，分生胞子は3．7～4．7x3．1

～3．4μの大きさを有する。

7oZα姑〃α　sp．

　on■cθ・閉戸閉閉θSIEB．et　ZUcc．（ウリハダカェデ）

　　　峨，／956山本・安盛

　全葉黄変するが，病斑大型で患部緑色を保ち得煮散在

する。剛毛は隔膜を有し長さ85．8～245μ。分生胞子は

18．7～24．9x2．5～3．1μ，単胞，新月形，透明，分生子

褥は半円形。

7oZω玄θ〃α　sp．

　onノαオπ｛ゐαα8肋α（SIEB．et　ZUcq）PLAUc亘．

　　　3％，1959安盛　　　　　　　　　（ナノレナシ）

　病斑5～81m㎜径，周囲褐色～黒褐色，病勢進展した

ものは内部灰黒色。分生子褥に剛毛あり，分生胞子は無

色単胞，鎌形又は新月形。18．7～24．9×2．5～3．1μの大一

きさを有する。

　　　　　（b）硬質菌及ぴ木材腐朽菌

3／θア居α〃伽αα伽ω（W工LLD　ex　FR．）KARsT．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤケイロタケ

　　2弘，1956山本・安盛　粘，1959山本
C〃oroc沁oアゴααε閉8加08α（0EDER　ex　GRAY）S亘AyER？

　　2％，1956山本　安盛　　　　　　　　　縁変菌

0orzo1眺ooπ5or8（BERK）IMムム　ニクウスバタケ

　　2飴，1956山本・安盛

0orゴoZω8尻573肋8（WU凪ex　F見）QU立L．

　　柵，1959山本　　　　　　　アラゲカワヲタケ

0orεoZα8ρ〃8αmθπα3（F見）PA皿ハカワラタケ

　　2％，／956山本・安盛

o07；o1〃30θ73εco1oア（L　e叉FR一）QU重Lカワラタケ

　　峨，／956山本・安盛　％コ，／959山本

1）αθ∂αZθoρ8｛8が即oπεoαI1MAz、　ミイロアミタケ

　　％コ，1959山本

刀α66αZθoρ“88后ク7αomα（P　HENN．et　S亘I豆）　IMAz．

　　9iコ，／959山本　　　　　　　　　エゴノキタケ

刀α8∂αZεop5｛5け｛coZ07（BULL　ex　FK）B0ND．et

　S工Nα　チャカイガラタケ

　　％コ，1959山本

〃∫肌π8zαα卯Zαηαエα（PERs）KARsT　コフキタケ

　　2％，／956山本・安盛　沿，1959山本

Fo肌ε8∫o肌θ刎〃εω5（L．et　FR．）KIcK．　ヅリガネタケ

　　9iコ，1959山本

Fo肌θ33θ肌〃αccα肋8（BERK．ex　Co0KE）S．IT0

　　％コ，1959山本　．　　　　　　　ベジコウタケ
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θθopo閉80；肌o叩んα8（F孔）CLEM．et　S亘EAR

　　9缶，1956山本　　　　　　　　　ウラベニタケ

θク6犯ω肌　sp．

　　9iユ，／959山本

亙〃oΨZ㎝αη厄〃αωm（ScHw．）MoNT．クロコブタケ

　　峨，／956山本・安盛

1πηo㍑3加5声∂ω8（BULL．ex　F見）KARsT．

　　％コ，1959山本　　　　　　　　ヤケコケダケ？
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　　％コ，／959　山本
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　　桃，1956山本・安盛　｛タii，／959山本

1■7α㎜αe3加o加乃8打B豆RKホウロクタケ

　　2％，1956山本・安盛　％コ，1959山本

　本演習林に極めて多く見出される硬質菌であるg

τ〃oWce8cαθ8ゴαs（Sc亘RAD．ex　FR．）MURR．

　　％i，1959山本　　　　　　　　アオゾメタケ？

3c加名op砂〃ω㎜co㎜㎜ω閉F民　スェヒロタケ

　　％コ，／959山本

5左帥θα肌8’αω3αρα加㎜FR．チウロコタケ

　　2舶，1956山本・安盛

8ヱ鉗θω肌∫閉3伽Zo舳肌（PERs．）FR．力タウロコタケ

　　2糸，／956山本・安盛　％コ，／959山本

　　　　（C）軟質菌

　　毒　ノ〃α〃αnαα岬乙cωZα・／α♂αθ（BULL　ex　F豆）

　　　　　第2図　匹見演習林内立木に発生したマスタケ

エθ脳加5ろθ加Zε舳8（L．）F見　カイガラタケ

　　坤台，1956山本・安盛　％コ，1959山本

〃たroρor〃8αノアεπ53（BLUM．et　NEEs．ex　F見）

　KUNTzE　ヅヤウチワタケ

　　当舶，1956山本・安盛　％コ，’1959山本
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　　池，1959山本　　　　　　　　　ウチワタケ？

Pα閉〃舳3れpれo蝸（FR．）KARsT。ワナビタケ

　　峨，／956山本・安盛　焔，／959山本

p〃θ加α5けゴ8080－20πα3α（ScHw㌧）LL0YD

　　2妹，／95ξ山本・安盛　　　　！シワウロコタケ

P加〃j1〃8ro肋3加8（KARsT．）BoUR以et　GALz．

　　枇，／9591上本　　　　　　コブサノレノコシカケ

1）oバα　sp．？

　　2舶，1956山本・安盛　％コ，／959山本

r閉肌θ畑5αZろ〃α（Fr）BoURD．et　GムLz

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメシロアミタケ

r・α肌ε畑33α犯8が鵬α（L　e麦FR．）LL0YD　ヒイロタケー

　　・派，／956山本・安盛　焔，1959山本

　　　　　QU亘L　キクヲグ

　　　　　　他ウ／959山本
　　　　メαパoαZαrεα　poZγけεcんα　（M0NT．）　SAcc。

　　　　　　㌦，／959山本　　　　アラグキクラグ
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　　　　　　2弘，／956山本・安盛　　クチベニタケ

　　　　oα耐尻αrθ伽30沁αア加3FR。アソズタケ

　　　　　　2然，／956山本・安盛一

　　　　0Zα妙αrfαsp．

　　　　　　2然，1956山本・安盛

　　　　CoZZγろ｛αcoザ～εη3（PER＄ex　FR．）QU亘L．

　　　　　　2％，1956山本・安盛　　　　アマタケ

　　　　Co〃γろεαsp．

　　　　　　・抹，1956山本．去盛

Cm肋θ〃眺sp．

　　2舶，1956山本・安盛

刀αoワガγoθ8ω7α耐ゴω　（ScHw。）FARL0w

　　％1．／959山本　　　　　　　　　アカキクラグ

FατloZω3αroα2αr乙〃∫（BATscH．ex　FR）AMEs

　　2糸，1956山本・安盛　　　　　　アミスギタケ

0仰π・〃泌・S臥

　　％コ，／959山本
工、、、、1，1、、、¢、（・C。瓦e、。瓦）。、、民e。』見

　　2然、1959山本・安盛　　　　　　　キヅネタケ

1二αα〃～3Z肋θoZω3PEEK．　ビロウドタケ

　　2舶，／959山本・安盛

ハ4αrα3肌ε〃8　sp．

　　2糸，1956山本・安盛

λグクcθηα　sp．

　　2糸，／956山本・一安盛

Wαε㎜ω・Z・肌α！舳乙・αZα・ε（HUDsexFR）KARsT。

　　％コ，1959　　　　　　　　　　　　ニガクリタケ
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Pα厄ω3閉ゐ8F見　アラグカワキタケ

　　2今も，1956山本・安盛

1）α比〃αsp．

　　2飴，1956山本・安盛

1）尻o肋広αsp．

　　2飴，1956山本・安盛

poZ〃orθ〃ω8〆oψe5（F見）KARsT．アシグロタケ

　　％1．／956山本・安盛

P8eω∂ocopア｛πω3　∂ε88θ㎜5πα切8（PERs．ex　FR．）KむHN．

　　％コ，1959山本

五尻o∂0p尻ヅ”ω88αZ㎜σπeω　（PEcK．）SING㌧

　　2飴，／956山本・安盛　　　　アカイボカナタケ

五〃岬1α∂θ〃oαF見　シロハヅタケ

　　2聡，1956山本・安盛

rrα肌e〃α　sp．

　　2挑，／956山本・安盛

r7θ肌θ〃o∂oπge1atinosum（Scop．）Fr．ニカワハリタケ

　　2飴，1956山本・安盛

Xθ7060〃〃3　Sp．

　　2飛，1956山本。安盛

　　　　　　　　摘　　　　要

　1956年以来，島根農科大学匹見演習林で採集した123

種の菌類を調査し，65種の顕微鏡的菌類に就いては簡単

な言己載を附した。

S胆唖㎜鮒y

　Smce／956，one　hundred　and．twenty・three

spec1es　of　fung1were　co11ected－at亘1k1m－1

Couege　Forest，Sh1mane　Agr1cu1tura1Co11ege

（H1k1m　Mmo－9un，Shimane・Ken），and－bnef

descr1pt1ons　on　s1xty・f1マe　江nlcroScopic　fung1

were91ven1n　th1s　paper的




